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和歌山県看護連盟会長 松浦 三代 

会員の皆さまには、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は、看護連

盟の活動に、ご理解とご支援を賜り深く感謝申し上げます。 

さて、和歌山県看護連盟では、来年夏の第 24 回参議院議員選挙（比例区）に向

け、組織代表候補者の「たかがい恵美子」議員の活動を応援しております。 

私たちは、組織の総力を持って、必ず、高い得票数で「たかがい恵美子」候補者

の当選を実現しなければなりません。そのため、会員の皆様には、「たかがい恵美子

後援会」への入会と入会者のご紹介をお願いしております。 

11月現在、和歌山県看護連盟の会員は、約1600名です。会員様お一人おひとりが、必ず一人以上の人に「た

かがい恵美子」議員を支持していただけるように、会員として活動してくだされば、目標得票数3000票は達成

できます。 

また、若い看護職が政治に関心を持ち、投票行動を起こせば連盟活動は大きく飛躍し、明るい看護職の未来が

期待できます。公職選挙法が改正され、来年の参議院議員選挙から、選挙権が 18 歳以上となります。和歌山県

看護連盟は、若い人たちが活動したくなるような企画・運営を行い、より一層、青年部の活動をサポートして行

きます。 

今後とも、皆様の大きなご支援とご協力を和歌山県看護連盟とたかがい恵美子議員に賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 

日本看護連盟会長 草間 朋子 

看護職の代表を必ず高い得票で国政の場へ 

残暑がないままに秋を迎え、朝晩の冷え込みが身にしみる季節になりました。 

さて、第24回参議院選まで８ヶ月になりました。政治の場、国会に看護職の代表

を送ることの重要性を一人ひとりの会員のみなさまに、ここで再認識していただき、

堅固な後援会の結成にご協力よろしくお願いします。これからの「予防し、治し、支

える医療」はチーム医療の下で進められることはすでにみなさまご承知のとおりです。

「チーム医療のキーパソンは看護職」と厚労省の報告書（チーム医療の推進に関する

検討会）に 

明記されてから5 年が経ちます。県民、国民のみなさまのアドボケータの役割を果たすキーパソンが、夢とプラ

イドを持って働き続けることができる環境改善・整備のために看護職の代表を高い得票で国政 

の場に送り、国会議員の先生と力を合わせて「ベッドサイドから政治を変える」具体的な方策を一つずつ着実に

実現していきましょう。 

美しい海を目の前に南国の雰囲気が漂い温泉が豊富な和歌山は、山国生まれの私にとってはあこがれの地です。

みなさまと一緒に精一杯がんばります。  
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参議院議員 たかがい 恵美子 

秋麗の候、和歌山県看護連盟の皆さまにおかれましては一際健やかに御精励のことと存

じます。私も厚生労働大臣政務官を二期連続で務め終え、また、このほど第 88 代自由

民主党女性局長を拝命いたしました。 

さて本年は、敗戦後七十年、阪神淡路大震災後二十年、東日本大震災についても発生か

ら五年目を迎えています。この歴史的な節目にあたり私は、建物や街路・生業の再建の

みならず、一人ひとりの心情と地域・家庭・学校や商店街の賑わいが一体となって初め

て‘復興’と言える日が来るのではないか、と感じています。そして看護は、その前提

となり安定を維持するための重要な社会基盤であると考えています。この揺るぎない信念のもと、全国津々浦々

で活躍する看護職一人ひとりが、存分に輝けるようになるための政策づくり・仲間づくりに邁進する所存です。 

‘人の生きる力を守る看護のパワーを、社会の生きる力を創り出す政治に活かす’この精神で、皆さまと共に、

がんばります。 

 

 

 

 

たかがい恵美子後援会会長 日本看護連盟副会長 稲田 まつえ 

和歌山県看護連盟の皆さま初めまして、たかがい恵美子後援会会長の稲田でございま

す。日頃より看護連盟活動にご協力を頂きありがとうございます。さて来年予定されて

いる第２４回参議院選まであと３３週ほどに迫りました。たかがい議員を再び高得点で

国政に送り、堂々と政治活動をしてほしいと、後援会も積極的に活動を推進しておりま

す。内閣支持率の低迷も気になるところですがめげずに、たかがい議員は各県の政策推

進集会、ポリナビワークショップ等に積極的に参加し、議員の足跡、業績、現在取り組

んでいる課題等について説明しアピールしています。 

後援会としては参議院全国区比例代表選挙の意義を理解していただき、皆様に是非次のことをお願いいたしま

す。まず、たかがい恵美子の名前をしっかり覚えていただくこと、得票に結びつく後援会名簿を確保すること、

そして必ず投票に行くこと、これらの徹底を図り投票率を上げていただきたいのです。 

 たかがい恵美子議員のキャッチフレーズは“やりがい、いきがい、たかがい”です。何と言っても会員の皆

さまが核になります。どうぞよろしくお願いいたします。  
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衆議院議員 あべ 俊子 
和歌山県看護連盟の皆さま、いつも温かいご支援を賜り心より感謝申し上げます。 

今年9月で衆議院議員になって10年目が経ちました。４期目ともなりますと、活動に

無駄がなくなり、選挙区の方々との信頼も構築され、国会内での発言力も大きくなって

いきます。これもひとえに支えてくださる皆さまのおかげです。 

第189回通常国会は、派遣法法改正や平和安全法制に関する議論がなされるなど活発な

動きをみせ、戦後最大の長さをもって閉幕しました。また、内閣人事の再編により、2

期務めました農林水産副大臣の任を終えることになりました。 

現在は、｢人材育成｣と｢社会保障｣を中心に、誇らしい日本のこれからの制度を作りこんでいます。 全国各地へ赴

き、お話を聞かせていただき、地方がますます元気であるように努力しております。 

日本をとりまく問題は他にも数多くあります。気を引き締めて政策の実現に努めますので、今後とも、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

衆議院議員 木村 弥生 
和歌山県看護連盟の皆さま、いつもお世話になっております。 

衆議院では厚生労働委員会に所属し「看護職の労働環境」「看護師の役割拡大」「ひ

とり親家庭への支援および子どもの貧困対策」などについて質問しました。自民党では、

女性活躍推進本部の「税制・社会保障制度検討ワーキンググループ」のメンバーとして、

女性や高齢者など多様なニーズをもった人たちが参画しやすい、柔軟で多様な働き方の

実現に取り組んでいます。働き続けられる職場づくりを推進することが、看護職の労働

環境改善の後押しにつながると信じ、がんばります。 

8カ月におよんだ通常国会も9月末に閉会しました。これまで、朝の自民党部会や勉強会など、厚生労働関連

を軸に、多方面にわたり貪欲に出席してまいりました。閉会中は看護の現場視察を含めて、あちこち回らせてい

ただいております。少しでも知見を広め、皆様のお役に立てられるように活動したいと思います。 

 

参議院議員 石田 昌宏 
和歌山県看護連盟の皆様、平素より、お力添えを賜りありがとうございます。 

人口急減・超高齢社会を迎えて大きな課題に直面している我が国では、官民一体とな

って様々な取り組みが行われております。社会保障制度改革においては、基礎となる具

体的な施策が進められていますが、第189回通常国会に提出の健康長寿社会形成基本法

案では、マイナンバーを活用して、医療・介護の充実を国や自治体に促すとともに、健

康増進に取り組んでいる人が特典を受けられる仕組みなどが盛り込まれました。 

医療・看護のあり方が大きく変化する中、看護職ひとりひとりが政策にも積極的に参画し、力を発揮してまい

りましょう。より良い看護を提供するため、看護職が新たな制度の未来を見据え、健康で過ごせる街づくり・地

域医療構想の策定・介護保険事業支援計画の施策などにおいても、しっかり意見を述べていく必要があります。 

国民の皆様が健やかで安心した暮らしができるよう、そして看護職が誇りを持って働くことができる環境作り

のため、引き続き全力で活動してまいります。  
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会長 

（紀南支部支部長兼務） 
松浦 三代 

副会長 

（個人支部支部長兼務） 
原 紀子 

幹事長 

（紀北支部・那賀支部支部長兼務） 
木村 和子 幹事 山本 喜久子 

幹事 

（和歌山第1支部支部長） 
福壽 和美 

幹事 

（和歌山第２支部支部長） 
木村 佐多子 

幹事 

（和歌山第２支部副支部長） 
宮本 かすみ 

幹事 

（和歌山第３支部支部長） 
小松 仁美 

幹事 

（海南海草支部支部長） 
岡﨑 一喜 

幹事 

（有田支部支部長） 
南 美枝子 

幹事 

（日高支部支部長） 
澤越 純子 監事 河原 惠子 

監事 岡野 政恵 
 

 

 

 

 

  

平成27年7月4日（土）プラザホープにおい

て地方議員をはじめ、多数のご来賓の方々のご臨

席を賜り、盛大に開催されました。出席者 267

名 役員14 名 委任状1037 名合計で総会は

成立し、平成26年度審議事項の活動報告（案）・

決算報告（案）・会計監査報告・平成 27 年度ス

ローガン（案）・平成27年度活動計画（案）・平

成27年度予算（案）・選挙対策（案）・役員選出・

規約の変更の９議案はすべて賛成多数をもって

可決されました。 

特別講演では清水嘉与子先生を講師に迎え「看護

と政治」をテーマにこれまでの看護師と政治のか

かわりや、これからの看護がより一層、政治力と

いうものが大切になってくるかなど、ご講演いた

だきました。 

来年は、平成28年6月26日（日）を予定して

おります。 
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平成27年9月5日 プラザホープ  講師：草間朋子 日本看護連盟会長 

今年は64名の看護職員が参加されました。会場

は、新人看護職員が集まり若さで華やぎました。 

先ずは、松浦三代和歌山県看護連盟会長が挨拶と

ともに看護連盟の役割の説明と来年の参議院議

員選挙ではぜひ投票に行ていただくこと、看護連

盟は看護職代表のたかがい恵美子議員を応援し

ていることを話されました。 

その後、いよいよ草間会長の講義が始まりまし

た。草間会長は、若い看護職員のために現在の看

護職の歴史や先輩看護職がどのような活動を行

って現在の地位や処遇を勝ち取ってきたのかわ

かりやすく話されました。また、日本看護協会と日本

看護連盟の役割の違いについても話されました。看護

師のプライドは看護師によって教育が成されてこそ

育つものであり、それを成し遂げるには政治の力＝看

護師の代表を政界に送ること、その代表が看護職にと

って必要な法令を創っていくことを話されました。 

最後に日本看護連盟作成のＤＶＤを鑑賞し終了しま

した。政治の力が看護職に如何に必要か再認識できる

講義でした。を変える！」のスローガンの下、県下か

ら多くの看護師が参加され盛大な会となりました。 

 平成27年7月25日プラザホープに於いて、

「たかがい恵美子政策推進集会」開催しました。

多くの来賓の皆様、看護職以外の支援者の皆様、

連盟会員の皆様の計214 名のご参加を頂き、ま

た紀州よさこい踊りの「ＫＡＲＮＡ翼」の活気あ

る踊りに会場は大変もりあがりました。ブルーの

スーツ姿のたかがい参議院議員は、さっそうとされて

いて、参加者からは、大きな拍手で熱気あふれる集会

となりました。 

来年は、平成28年4月17日（日）を予定しており

ます。 
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看護連盟 青年部に入って   山本 慶太 

 私は今年度より看護師として働いています。学生のうちから看護を学んでいくにあたり、

現在の看護師は労働状況が過酷なものであることを知りました。 

これらのことから私が考えたことは、この過酷な労働状況を少しでも改善することができ

たらいいな、ということでした。このような活動ができる場はどこなのかと考えていくと

看護連盟が最適の場所であるということが分かり、看護連盟に入会することを決めました。

今後看護連盟で、様々なことを経験し自分の力にしていき、自己啓発に繋げていきたいです。 

 現在、政治や自らがおかれている労働状況に興味をもち、考えている新人看護師は多くないと感じています。若

手でも、自分の考え・意見を言える場所が近くにあるということをもっと知ってもらい、同志とともに少しでもよ

い看護が提供できる職場を作っていきたいと思います。                

平成27年11月1日、第2回近畿ブロック協

議会ポリナビワークショップ in 近畿が盛会に開

催されました。 

滋賀県が担当し、会場は京都リーガロイヤルホテ

ルでした。地方議員や約 1000 名の参加者が近

畿地方からたかがい恵美子参議院議員を応援す

るために集まりました。和歌山県からは89名が

参加しました。 

たかがい議員はこれまでの国政への取り組みや

これからの看護の未来について話され、来年の選

挙に対する意気込みが感じられました。 

また、二府四県の各青年部がたかがい恵美子参議院議

員を応援するため、力を合わせアトラクションを行い

ました。和歌山県の青年部は『たかがいえみこ』の文

字を使い、一文字ずつ応援メッセージ送りました。各

県様々なアトラクションを行い、共にたかがい議員を

応援することで、近畿ブロックが１つになった1日で

した。 

来年は、和歌山県が担当です。今年同様多くの皆さま

のご参加をお願いします。 

日時：平成28年5月29日（日） 

場所：クレオ大阪中央館 
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 朝夕めっきり冷たくなりましたが会員の皆様いかがお過ごしでしょうか 

れんめい和歌山50号をお届けします。いよいよ来年7月には、参議院選

挙が行われます。私達の代表を国政へ送るため頑張りましょう。 

広報委員一同 

 

 

日 本 看 護 連 盟 会 費 5,000円 
和歌山県看護連盟会費 3,000円 

 
計 8,000円 

皆様のご入会を 

お待ちしております。 

 

開催日時：平成28年1月23日（土）11:30～ 

場 所：ホテルグランヴィア和歌山6階 

開催日時：平成28年2月11日（木・祝）13:30～ 

場 所：和歌山県看護協会研修センター 

講 師：日本看護協会会長 坂本すが先生 

開催日時：平成27年12月5日（土）13:30～ 

場 所：和歌山県看護協会研修センター 

講 師：飛騨千光寺 住職 大下大圓先生 

開催日時：平成28年2月20日（土）13：30～ 

場 所：プラザホープ 

講 師：大島敏子先生 


